



































































　2016 年７月 21 日に札幌大学で『日中文化交流入門』を履修する学生




















表１ 「そう思う の選択肢の序列」 
序列 項目 ％ 人数 
1 日本以外の国を知り、視野を広げたいから(同一化) 50 79 
2 授業を通して新しい発見があるから楽しい。（内発） 41 65 
3 期末はレポートだけで好きだから（無動機） 40 64 
4 もっと中国を知りたいから(同一化) 38 61 
曜日、時間帯の関係で（無動機） 38 61 
5 外国（中国）の文化に触れることは楽しい（内発） 37 59 
シラバスを読んで授業内容やテーマに興味があったから(同一化) 37 59 
6 中国文化に関心があるから(同一化) 34 54 








9 中国へ旅行したいから(同一化) 30 48 
10 中国語を勉強したいから(同一化) 28 45 
11 授業は進級や卒業に必要な科目だから（外的調整） 27 43 
単位を取る目的だけのために（外的調整） 27 43 
中国語に興味あるから(同一化) 27 43 
12 中国の友達が作りたいから(同一化) 25 40 
授業のやり方に気に入るから（無動機） 25 40 
13 授業の内容を勉強して、なんとなく恰好がよいと思う（取り入れ） 24 38 
14 外国人（中国）の先生が教えるから（無動機） 23 36 
15 将来、中国と関わる仕事がしたいから(同一化) 20 32 
16 就職に有利だと思うから(同一化) 19 31 
海外（中国）で仕事したいから(同一化) 19 31 
17 知人や先輩や家族に勧められたから（外的調整） 18 28 
授業は時間を無駄にしているような気がする（無動機） 18 28 
18 授業から何を得ているのか、よくわからなかった（無動機） 17 27 




20 大学院への進学に必要だと思うから（取り入れ） 14 22 
授業をしても、成果が上がらないような気がする（無動機） 14 22 






























最も自己決定度の低い「外的調整」は 11 位と 17 位となった。「進級や
卒業に必要な科目だから」と「単位を取る目的だけのために」が第 11 位
















2 中国文化に関心があるから（同一化） 49 78 
自分の教養を向上させたいから（同一化） 49 78 
3 外国（中国）の文化に触れることは楽しい（内発） 48 77 
4 授業を通して新しい発見があるから楽しい（内発） 46 73 




6 もっと中国を知りたいから（同一化） 44 70 
7 単位を取る目的だけのために（外的調整） 42 67 
外国人（中国）の先生が教えるから（無動機） 42 66 
8 中国語に興味あるから（同一化） 41 65 
9 日本以外の国を知り、視野を広げたいから（同一化） 39 62 
10 中国（のイメージ）が好きだから（同一化） 38 61 
シラバスを読んで授業内容やテーマに興味があったから（同一化） 38 60 
曜日、時間帯の関係で（無動機） 38 60 
11 授業の内容を勉強して、なんとなく恰好がよいと思う（取り入れ） 36 58 
中国語を勉強したいから（同一化） 36 57 
12 授業から何を得ているのか、よくわからなかった（無動機） 35 56 
授業のやり方に気に入るから（無動機） 35 56 
期末はレポートだけで好きだから（無動機） 35 55 
13 中国へ旅行したいから（同一化） 34 54 
14 授業をしても、成果が上がらないような気がする（無動機） 32 51 
15 就職に有利だと思うから（同一化） 31 50 
授業は進級や卒業に必要な科目だから（外的調整） 31 49 
16 中国の友達が作りたいから（同一化） 28 45 
17 将来、中国と関わる仕事がしたいから（同一化） 25 40 
授業は時間を無駄にしているような気がする（無動機） 25 40 
18 なぜ授業を履修するのか、理由なんかわかろうとは思わない（無動機） 23 37 
中国へ留学したいから（同一化） 23 36 
19 海外（中国）で仕事したいから（同一化） 20 32 
20 知人や先輩や家族に勧められたから（外的調整） 19 31 













































表３  そう思わないの選択肢の序列 
序列 項目 ％ 人数 
1 大学院への進学に必要だと思うから(取り入れ) 57 91 
2 海外（中国）で仕事したいから（同一化） 55 87 
3 知人や先輩や家族に勧められたから（外的調整） 53 85 
4 授業は時間を無駄にしているような気がする 50 80 
5 中国へ留学したいから（同一化） 47 74 
授業をしても、成果が上がらないような気がする（無動機） 47 74 
6 なぜ授業を履修するのか、理由なんかわかろうとは思わない（無動機） 46 73 
7 将来、中国と関わる仕事がしたいから（同一化） 43 68 
8 就職に有利だと思うから（同一化） 42 67 
授業から何を得ているのか、よくわからなかった（無動機） 42 66 
9 中国の友達が作りたいから（同一化） 40 63 
10 中国語を勉強したいから（同一化） 36 58 
授業は進級や卒業に必要な科目だから（外的調整） 36 57 
11 中国へ旅行したいから（同一化） 33 52 
12 授業の内容を勉強して、なんとなく恰好がよいと思う(取り入れ) 32 51 
13 授業のやり方に気に入るから（無動機） 28 45 
中国語に興味あるから（同一化） 28 44 
外国人（中国）の先生が教えるから（無動機） 28 44 
14 単位を取る目的だけのために（外的調整） 26 42 




シラバスを読んで授業内容やテーマに興味があったから（同一化） 18 28 
曜日、時間帯の関係で（無動機） 18 28 
期末はレポートだけで好きだから（無動機） 18 28 
17 授業の内容の勉強は楽しい（内発） 17 27 
18 もっと中国を知りたいから（同一化） 13 21 




20 自分の教養を向上させたいから（同一化） 10 16 
 外国（中国）の文化に触れることは楽しい（内発） 10 16 
21 日本以外の国を知り、視野を広げたいから（同一化） 9 14 























































































































関する課題で 26％である。第４位は風俗で 20％、第５位は芸術で 18％、
 4 
表４ 『日中文化交流入門』という授業の中で勉強したいもの（複数選択可）  
課題 回答数 ％ 課題 回答数 ％ 課題 回答数 ％ 課題 回答数 ％ 
哲学 16 10 言語 42 26 文化 72 45 文学 22 14 
経済 24 15 政治 25 16 宗教 19 12 科学 5 3 
技術 12 8 芸術 28 18 風俗 32 20 音楽 44 28 





位は宗教で 12％、第 10 位は演劇で 11％となった。履修者の好奇心を引き
出すためには彼らの「より興味ある課題」を知っておくことも方策となる
だろう。
「好奇心を促進原理として概念的葛藤を生み出すように情報を提供する
ことが有効である」。14）	 	 	「好奇心の起源である認知の葛藤は知識と知識が
食い違うことから起きる認知的産物なのである」。15）		こういった葛藤は『日
中文化交流入門』の教室でも何度か感じられた。中国と日本は一衣帯水の
隣国ではあるが、両国間には様々な相違点がある。授業の中で中日文化交
流の角度から互いの「葛藤」を意識し、それを「中日比較」しながら授業
をすすめていくことも有効な方策となるはずである。
5. 終わりに
　以上、『日中文化交流入門』履修者の学習動機と動機づけの方策につい
て述べてきた。主に外発的動機と内発的動機の面から、また自己決定理論
と合わせながら考察し、履修者の中には常に外発的動機と内発的動機が共
存し、内発的動機の方が自己決定度が高く学習効果も高める点でより重視
されるべきであり、その内発的動機を促すために、自主性、有能感、関係
性などに配慮しながら、どうやって履修者たちに授業参画させるかに主眼
を置いた方策を提出した。
　今回の調査と考察はより詳細に、たとえば履修者の専攻別や性別に分け
て進めるといった深化が求められようが、これらについては今後の機会に
譲りたい。
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